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【居住誘導の方向性の概要】 

שּ ṡ וֹ פּ Ṣ ḭנּ ḭ
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○地域特性に応じた居住誘導 
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○地域特性に応じた居住誘導の方向性と住まい方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ỄḰ  

╛ ─ ™₈ ₉⁸∕─₈ ₉⁸ ╩ ∆╢₈

₉┼ ╩ ╢↓≤╩ ≤⇔⁸₈ ─ ₉─ ⅎ ⌐ ≠™≡ ה

╛ ꜞ☻◒─ ╩ ╕ⅎ⁸ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ẍ נּ שּ  

・拠点：都市機能誘導区域と同範囲 

・周辺市街地：拠点及び鉄道駅の徒歩圏（800 ｍ～１km 圏） 

・基幹公共交通沿線：公共交通の幹線（バス）の路線沿線（300 ｍ圏） 

Ẍ ḱ פּ  

含める区域 含めない区域 

・市街化区域内 

・小田原市都市計画マスタープランにおける居住

系土地利用方針が示されている区域 

・土地区画整理事業等により住宅地としての都市

基盤整備が行われている区域 

・工業専用地域、工業地域（一定の工業集積が図

られている区域） 

・恒常的に非可住地としての土地利用がなされる

区域（河川区域、公共施設用地等） 

 

居住誘導区域を設定する範囲の抽出 

居住誘導区域の区域界設定（地形地物や用途地域に応じて原則として街区単位で区域界を設定） 

《居住誘導区域の面積規模》 

  区域 面積（ha） 
市街化区域に
占める割合 

  市街化区域 2,802  100.0 % 

  居住誘導区域 2,148  76.7%  

  都市機能誘導区域内 609 21.7%  

  都市機能誘導区域外 1,539  55.0%  

 

居住誘導区域図 
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【都市づくりの理念・方向性】 

○都市づくりの理念 

小田原らしさを生かした賑わいのある 

多極ネットワーク型コンパクトシティの形成 

○都市づくりの方向性 

公共交通の利便性を生かした 

“歩いて暮らせる”生活圏の構築 

生活利便性の持続的な確保に向けた 

緩やかな居住誘導 

既存ストックを生かした 

魅力的な都市の拠点づくり 

○将来都市構造の骨格の考え方 
・段階的な生活圏を形成し、各生活圏の中で交

通や生活の利便性が高いエリアを、都市構造

の骨格をなす拠点として設定 

・拠点間を公共交通によりネットワークし、そ

れぞれが特色を持つメリハリある市街地を形

成することで、多極かつ多様性のある小田原

らしい都市構造を形成 等 

ᾛ ԍ⁸ ᷂ ӓ  

※区域については災害リスクの観点を踏まえて設定します。 

（計画書P41） 
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1- . ︢ ḱ  

○拠点（都市機能誘導区域）における施設整備事業 

○関連計画・事業との連携による誘導施設の立地・誘導 

○誘導施設等の整備に係る支援施策・国の支援制度の活用 

1- . ︡ שּ  

○歴史資源を活用した交流の促進、空き家・空き店舗等の利活用 

1- .  

○都市再生特別措置法に基づく届出制度の運用 
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2- . ṇ  

○多極ネットワーク型コンパクトシティの形成に向けたネットワークの構築 

2- .  

○幹線（バス）のサービス水準の維持・確保 

2- .  

○鉄道駅等の拠点における乗り継ぎ利便性の向上 

2- . וֹףּ  

○歩行者が安心して移動できる空間整備の推進と回遊性の向上 
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3- . פּ  

○共同住宅の立地誘導に係る支援、子育て世代の居住環境支援 

3- . וֹ  

○空き家対策・生産緑地の保全と活用等 

○関係機関・金融機関との連携による住宅取得支援や住み替え支援 

3- . ṇ  

○子育て支援施設、福祉施設の立地誘導の基準の設定 

3- .  

○安心・安全な居住のための防災対策の推進 

3- . ḱ  

○都市再生特別措置法に基づく届出制度の運用 
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  [ 目 標]     [ 評価項目]   

都市づくりの方向性 

評価指標 
現況値 

（H28年（2016 年）） 

目標値 

（H52 年（2040 年）） 

小田原駅の年間乗車人員 

（定期外利用者） 
約1,846 万人 約1,900 万人 

 

  [ 目 標]     [ 評価項目]  ṇ ḱ  

評価指標 現況値 
目標値 

（H52 年（2040 年）） 

居住誘導区域における 

基幹公共交通徒歩圏内の人口カバー率 
73％ 

（H30 年（2018 年）） 
80％ 

公共交通等（鉄道、バス、自転車、 

歩行者）の交通分担率 
52％ 

（H20 年（200 8年）） 
56％ 

 

  [ 目 標]     [ 評価項目]   

 
 

評価指標 
現況値 

（H27年（201 5年）） 

参考：趨勢値 

（H52年（2040年）） 

目標値 

（H52年（2040年）） 

  居住誘導区域内の人口密度 70人/h a 55人/h a 60人/h a 

  都市機能誘導区域内の人口密度 75人/h a 57人/h a 65人/h a 

  広域中心拠点（小田原駅周辺） 78人/h a 59人/h a 70人/h a 

  地域中心拠点・地域拠点（平均値） 70人/h a 54人/h a 60人/h a 

 

立地適正化計画の都市づくりの理念 

小田原らしさを生かした賑わいのある多極ネットワーク型コンパクトシティの形成 

既存ストックを生かした魅力的な都市の拠点づくり 

都市づくりの方向性 公共交通の利便性を生かした“歩いて暮らせる”生活圏の構築 

都市づくりの方向性 生活利便性の持続的な確保に向けた緩やかな居住誘導 


